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人

合 計

階　　　　　　　別

申請以外の部
分

地上 階 階

階別の用途（複数あ
る場合は「複合」）

各階従
業者数

各階算
定人員

合 計

棟の従業者数

棟の算定人員数

人

建 築 物 の
概 要
（ 選 択 又
は 記 入 ）

階 数

建築物
の種類

㎡

構造
構造
種別

床
面
積

消防法第１０条、１７条及び山形市火災予防条例の規定に基づき下記のとおり、消防用設備等の設置を計画したので届け出ます。

延 べ 面 積

建 築 面 積 ㎡

防 火 地 域

敷 地 面 積 ㎡

山形県

建築基準法上
の主要用途

届出者（□建築主　□代理者）
建築地

ー
（　ｋｇ×　　本）

変電設備等（燃料・変電・発
電・蓄電設備を選択記入）

指 定 数 量 以 上

ー

少 量 危 険 物

ー

給 湯 湯 沸 設 備

炉

簡 易 湯 沸 設 備

ボ イ ラ ー

厨 房 設 備

指 定 可 燃 物

危険物

ヒ ー ト ポ ン プ 冷 暖 房 機 ー

ー

ー

火 花 を 生 ず る 設 備
（グラビア印刷機・起毛機等）

放 電 加 工 機
（危険物を用いるものに限る）

ー

ー

ー

ー乾 燥 設 備

ス ト ー ブ
（移動式のものを除く）

竪 穴 区 画

（ )項 ) 項別細分（

建 物 名 称

令別表第１

異 種 用 途 区 画

高 層 階 区 画

工 事 種 別

該当図面番号
（例）A-１

ー

ー

ー

ー

該当図面番号
○を
選択

対 象 火 気 設 備 等 の 種 類

※防火管理は、棟等の収容人員。避難器具等設備設置に係る収容人員は、階等となります。よって必ずしも棟と階の合計人員が一致するものではありません。

防

火

区

画

（

有

・

無

を

選

択
）

面 積 区 画

液 化 石 油
ガ ス

ー毒 劇 物

○を
選択

都 市 ガ ス

Ｌ Ｐ Ｇ
ー

ー

温 風 暖 房 機

対 象 火 気 設 備 等 の 種 類

住　所

職氏名

確 認 検 査
機 関

用 途 地 域

消防法施
行令別表
用途

合計

最 高 の 高 さ

最 高 の 軒 高

確 認 の 対
象 建 築 物

普通階・無窓階の別

渡り廊下の
取り扱い

申 請 部 分

地下
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建 築 排 煙 設 備

○
で
選
択

階 段 の 数
（ 数 を 記 入 ）

屋 外 階 段

防火・防災管理者
（要・否を選択）

屋 内 階 段
（ 直 通 階 段 ）

※

非 常 用 の 照 明 装 置
（ 有 無 を 選 択 ）

自 火 報 で の
開 錠 計 画

非 常 用 進 入 口

二方向避難型

)

特定共同住宅等の構造類型

必要とされる防火安全性能を有する
消 防 の 用 に 供 す る 設 備 等

共 住 用 Ｓ Ｐ

減 免 ・ 代 替 施 設

自動火災報知設備

共 住 用 火 報

住 戸 用 火 報
共 住 用
非常警報設備

開 放 型

水噴霧消火設備等

管
理
権
原

水圧開錠（開放）
シ ャ ッ タ ー ・ 扉

特
記
事
項

防
火
管
理

建物の内装制限の有無 エ レ ベ ー タ ー
仕 上 げ 材 料
（ 材 料 選 択 ）

統括防火・防災管理
（要・否を選択）

単一
権原

複数
権原

上記全てに該当する場合は、管理権原については単一権原となります。
上記に該当しない項目がある場合は、管理権原については複数権原となります。

共住用連結送水管

そ の 他 の 階 段

基 ・ 他

共 住 用 非 常 コ ン セ ン ト

管理権原者が、防火対象物全体の防火に関する権限を有している。
（各賃貸部分がある場合はその部分を含む）

基

管理権原者又は管理権原者が選任した防火管理者が、各賃借人に対
する防火に係る指示権限を有している。（賃貸部分がある場合のみ
適用）

屋 外 避 難 階 段

屋 内 避 難 階 段
消 防 庁 告 示
7 号 階 段

非常用

管理権原者又は管理権原者が選任した防火管理者が、防火管理上、
必要な時に防火対象物の部分に立ち入ることができる。

特 別 避 難 階 段

送 水 口 の 位 置

非 常 コ ン セ ン ト 設 備

消 防 用 設 備 等 の 種 類

誘 導 灯 ・ 誘 導 標 識

防護対象物・面積 場所

同時開放個数

○を
選択

－

－

二方向避難・
開 放 型 廊 下 型

階 段 室 型

－

（

水源

非 常 電 源 の 種 別

ポ ン プ 室 の 位 置

（位置と図面番号）

)

（

スプリンクラー種別

－

－

箇所

㎡

避 難 器 具 の 種 別

）

規則第26条

消 防 用 水

連 結 散 水 設 備

－

排 煙 設 備

－

－自 動 火 災 報 知 設 備
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）

該当図面番号
（例）A-１

消 防 用 設 備 等 の 種 類

－連 結 送 水 管

屋 内 消 火 栓 設 備

ス プ リ ン ク ラ ー 設 備

○を
選択

消 火 器 具

－

－

－

－

避 難 器 具－

㎥

個

（

㎥

－

－
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）

ス プ リ ン ク ラ ー

屋 外 消 火 栓 設 備

火 災 通 報 装 置

消 火 栓 の 種 別

ポ ン プ 室 の 位 置

（位置と図面番号）

非 常 警 報 設 備

連送・送水口の位置

該当図面番号

回線

ポ ン プ 室 の 位 置

（位置と図面番号）

移動又は
固定

自火報との連動設備

の 有 無

非 常 電 源 の 種 別

非常警報設備の種別

受 信 機 の 位 置

水 源 の 容 量

水噴霧・泡・不活性ガス・ハロ
ゲ ン 化 物 ・ 粉 末 消 火 設 備


